
令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 9,680 8,590 0 8,590

R7 10,280 8,440 0 8,415

R8 10,280 4,690 0 5,790

R9 10,280 4,690 0 5,790

主要事業 管理番号 3 住宅耐震化等促進事業

事業概要 木造住宅耐震診断士派遣、耐震改修費補助事業の実施

1 1 2

安全で心安らぐ
優しいまち

防災・減災
災害に強いまち

づくり

担当
（部・課・係・副担当）

建設部 開発指導課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・耐震診断士派遣
・耐震改修費補助

○耐震診断士派遣事業　　・実施戸数　30戸
○本格耐震改修費補助事業  ・実施戸数  17戸
○簡易耐震改修費補助事業　・実施戸数　2戸
※戸別訪問350件実施、耐震フォーラム開催
（9/21）
京田辺市民まつり　木耐震PR（11/3）

・耐震診断士派遣
・耐震改修費補助

大事業

01 08 05 01 003

・耐震診断士派遣
・耐震改修費補助

・耐震診断士派遣
・耐震改修費補助

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 土木費 住宅費 住宅管理費 民間住宅対策費

20,760

26,860 26,860

27,135

20,760

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 3 住宅耐震化等促進事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 15 15 15 15 15

実績 23 30

達成率 153.3% 200.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 15 15 15 15 15

実績 8 19

達成率 53.3% 126.7% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 -

実績 -

達成率 －

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

30,528 26,860 3,668 0.70 5,240

0 0 0

0 0 0

耐震改修費補
助

件

過去５年間の実績に基づき、
国費分配数以上の件数を目指
す。

事業の成果

指標 指標設定の考え方

耐震診断士派
遣

件

過去５年間の実績に基づき、
国費分配数以上の件数を目指
す。

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

引き続き住宅の耐震化を促進するため。
令和7年度においては、令和6年度に引き続き、京都府と連携し評点１．０
以上への本格改修に限り、補助額を上限１５０万円に拡充。

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 3,204 16,900

R7 26,400 41,600

R8 26,400 41,600

R9 26,400 41,600

主要事業 管理番号 4
橋梁長寿命化修繕・耐震補

強事業

事業概要
橋梁長寿命化修繕計画に基づき、橋梁の補修工事を行うとともに、跨
道橋及び跨線橋について、耐震補強及び落橋防止対策を行うことによ
り、道路交通の安全を確保し、また維持管理経費を節減

1 1 2

安全で心安らぐ
優しいまち

防災・減災
災害に強いまち

づくり

担当
（部・課・係・副担当）

建設部 施設管理課 都市整備課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・橋梁点検
・橋梁２橋点検（松井山手北跨道橋、薪第一
跨道橋）

・橋梁4橋点検（JR跨線橋【奥池跨線橋、松
井跨線橋、新松井跨線橋、大住跨線橋】）
・橋梁修繕工事

大事業

01 08 02 04 001

・橋梁点検
・橋梁修繕工事

・橋梁点検
・橋梁修繕工事

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 土木費 道路橋梁費 橋梁維持費 橋梁維持費

68,000

20,118 20,104

68,000

68,000

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 4
橋梁長寿命化修繕・耐震補

強事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 0 2 4 59 163

実績 0 2

達成率 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 0 0 0 0

実績 0

達成率 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

23,248 20,104 3,144 0.60 5,240

0 0 0

0 0 0

補修工事橋梁
数

橋

橋梁長寿命化修繕計画に基
づき、目標を設定。
補修工事については橋梁点
検の結果、補修が必要な場
合に実施。

事業の成果

指標 指標設定の考え方

橋梁点検 橋

橋梁長寿命化修繕計画に基
づき、目標を設定。

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ａ．拡充 （コストを増加させ
る） 令和７年度は４橋の法定点検が必要になるため。

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 204

R7 200

R8 200

R9 200

主要事業 管理番号 15 内水排除対策等促進事業

事業概要
防賀川の改修、天津神川の拡幅、馬坂川の切下げなどの河川整備、新
西浜樋門の整備促進、飯岡久保田樋門への強制排水ポンプ設置などの
内水排除対策に関する国・京都府等関係機関への要望及び協議

1 3 1 ○

安全で心安らぐ
優しいまち

治水
河川整備・治水

対策の促進
II-6

担当
（部・課・係・副担当）

建設部 建設政策推進室

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・要望活動の実施
・協議の実施

○要望活動（総会は除く）
・京都府知事要望11/1
・木津川治水会大阪要望１０／2８、木津川
治水会東京要望11/13
・全国治水砂防東京要望１１／１4
○協議
・京都府庁・山北土木、淀川河川事務所と随
時実施（新西浜樋門整備）
○促進
・国・府・市が一体となり、田辺排水機場、
新西浜樋門、放水路の整備に着手（R4～
R8）

・要望活動の実施
・協議の実施

大事業

01 08 01 01 002

・要望活動の実施
・協議の実施

・要望活動の実施
・協議の実施

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 土木費 土木管理費 土木総務費 土木一般事務費

200

204 204

200

200

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 15 内水排除対策等促進事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 実施 3 3 3 3

実績 実施 4

達成率 100.0% 133.3% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 実施

実績 実施

達成率 100.0%

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

1,514 204 1,310 0.25 5,240

0 0 0

0 0 0

事業の成果

指標 指標設定の考え方

関係機関への
要望活動の実
施

回

京都府知事要望、木津川治
水会要望(近畿地整、本
省)、全国治水砂防協会
（国）を実施する。

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する） 引き続き内水排除対策を促進するため。

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 36,000 36,000 85,027

R7 24,000 24,000 53,940

R8 25,000 25,000 37,000

R9 0

主要事業 管理番号 16 河川改修事業

事業概要
水害からの安全性の確保に向けて、安全・安心のまちづくりの骨格を
なす都市基盤施設である河川(吉原川)についての整備改修

1 3 2

安全で心安らぐ
優しいまち

治水 小河川等の整備

担当
（部・課・係・副担当）

建設部 都市整備課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・吉原川（工事）
・新西浜放水路（工事）

・吉原川　河川改修工事の実施
・新西浜放水路　放水路整備工事の実施
　　　　　　　　橋梁上部工設置工事の実施

・新西浜放水路（工事）

大事業

01 08 03 02 001

・新西浜放水路（工事）

・R8調査時に入力

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 土木費 河川費 河川改修事業費 河川改修事業費

0

230,590 157,027

101,940

87,000

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 16 河川改修事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 180 270 - - -

実績 180 270

達成率 100.0% 100.0% － － －

目標 80 140 220 325 -

実績 0 60

達成率 0.0% 42.9% 0.0% 0.0% －

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

164,625 157,027 7,598 1.45 5,240

0 0 0

0 0 0

新西浜放水路
の改修延長
L=325m

m

R8年度までに､新西浜放水
路の整備延長(325m)の完
了を目指す。

事業の成果

指標 指標設定の考え方

吉原川の改修
延長L=270m

m

R6年度までに､吉原川の整
備延長(270m)の完了を目
指す。

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｃ．縮小 （コストを減少させ
る）

令和６年度で吉原川河川改修事業は完了したため。
なお、令和７年度以降も、新西浜放水路整備事業は推進する必要があ
る。

１
次
評
価

達成度 備考

Ｃ　目標を達成していない
（達成率８０％未満）

左岸120mの整備を完了。放水路整備工事については翌年度繰越したた
め、実績値を示すことが困難な状態にあるが、進捗は概ね目標どおり。



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 40,000 53,900 8,147

R7 42,000 65,000 0

R8 40,000 40,000

R9 40,000 40,000

主要事業 管理番号 17 排水路整備事業

事業概要
安心して暮らせる住環境整備として、近年の豪雨に対応するため、興
戸地区等の排水路を整備

1 3 2

安全で心安らぐ
優しいまち

治水 小河川等の整備

担当
（部・課・係・副担当）

建設部 都市整備課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・興戸地区内排水路（工事）
・草内美泥支線（工事）
・花住坂地区内排水路（委託）

・興戸地区　排水路整備工事の実施
・草内美泥　排水路支線整備工事の実施
・花住坂地区　排水路測量設計業務の実施

・興戸地区内排水路（工事）
・花住坂地区内排水路（工事）

大事業

01 08 03 03 001

・興戸地区内排水路（工事）

・興戸地区内排水路（工事）

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 土木費 河川費 排水路整備事業費 排水路整備事業費

大事業１．001排水路整備事業費
大事業２．002防衛施設周辺整備調整交付金事業費

80,000

132,187 102,047

107,000

80,000

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 17 排水路整備事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 120 － － －

実績 120

達成率 100.0% － － －

目標 330 100 150 200 300

実績 0 50

達成率 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

109,121 102,047 7,074 1.35 5,240

0 0 0

0 0 0

興戸地区内排
水路整備に係
る延長

m

興戸地区内排水路整備を実
施する。
目標記載の延長は累計。

事業の成果

指標 指標設定の考え方

草内美泥支線
整備に係る延
長

m

草内美泥排水路の支線とな
る排水路整備を実施する。
R6整備（L=120ｍ）にて
完了予定

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する） 引き続き排水路整備事業を進めるため。

１
次
評
価

達成度 備考

Ｃ　目標を達成していない
（達成率８０％未満） R6予算の範囲については施工完了。



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 949

R7 683

R8 683

R9 683

主要事業 管理番号 18 交通安全対策事業

事業概要
交通安全啓発事業の推進、啓発看板などの作成、警察や関係行政機関
と連携した交通安全対策の実施

1 4 1

安全で心安らぐ
優しいまち

交通安全・防
犯・消費生活

交通安全対策の
推進

担当
（部・課・係・副担当）

建設部 計画交通課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・交通安全啓発事業の推進
・啓発看板の作成
・警察や関係行政機関と連携した交通安全対
策の実施
・区、自治会、PTA等からの要望に対する取
組検討

・全国交通安全運動に合わせ、駅前での街頭
啓発を実施した。また、子育て施設利用者、
公共施設利用者、運転免許返納者にも啓発物
品を配布し、交通安全の啓発を実施した。
・区、自治会、PTA等からの要望に基づき、
啓発看板を作成した。また、警察や関係行政
機関と連携した交通安全対策を実施した。

・交通安全啓発事業の推進
・啓発看板の作成
・警察や関係行政機関と連携した交通安全対
策の実施
・区、自治会、PTA等からの要望に対する取
組検討

大事業

01 02 01 13 001

・交通安全啓発事業の推進
・啓発看板の作成
・警察や関係行政機関と連携した交通安全対
策の実施
・区、自治会、PTA等からの要望に対する取
組検討

・交通安全啓発事業の推進
・啓発看板の作成
・警察や関係行政機関と連携した交通安全対
策の実施
・区、自治会、PTA等からの要望に対する取
組検討

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 総務費 総務管理費 交通安全対策費 交通安全対策費

683

1,049 949

683

683

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 18 交通安全対策事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 1000 2000 2000 2000 2,000

実績 2429 2102

達成率 242.9% 105.1% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

5,665 949 4,716 0.90 5,240

0 0 0

0 0 0

事業の成果

指標 指標設定の考え方

交通安全啓発
物品の配布

人

令和５年度実績（約2000
人）と同水準の配布を目指
す。

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する） 引き続き交通安全対策事業を進めるため。

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 149,598 146,811

R7 20,700

R8 20,700

R9 20,700

主要事業 管理番号 30 田辺公園拡張整備事業

事業概要
こどもから高齢者、障がいのある人など誰もが交流できる拠点となる
公園の整備

2 1 2 ○

緑に包まれた美
しいまち

自然環境・都市
緑化

公園の整備 II-4

担当
（部・課・係・副担当）

建設部 公園緑地課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・公園整備工事委託
・指定管理業務委託

○公園整備工事委託
・工事委託が完了した。3月15日に京田辺ク
ロスパークをグランドオープンした。
○指定管理業務委託
・東レ建設グループによる指定管理が1月1
日に開始した。

・指定管理業務委託

大事業

01 08 04 06 001

・指定管理業務委託

・指定管理業務委託

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 土木費 都市計画費 都市公園新設事業費 都市公園新設事業費

20,700

315,250 296,409

20,700

20,700

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 30 田辺公園拡張整備事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 － 供用開始 ― ― ―

実績 － 供用開始 － － －

達成率 100.0% 100.0% － － －

目標 － 3 7 8 9

実績 － 3

達成率 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 着手 0 5 10 15

実績 着手 0

達成率 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

302,173 296,409 5,764 1.10 5,240

0 0 0

0 0 0

指定管理者の
自主事業によ
るイベント回
数

回

来園者数増加のために指定
管理者が行うイベント回数

市民ボラン
ティアの登録
者数

人

京田辺クロスパークに愛着
をもって定期的に活動を行
う市民の人数

事業の成果

指標 指標設定の考え方

田辺公園拡張
整備区域「京
田辺クロス
パーク」の供
用開始

－

Ｒ6年度末までに供用開始
を行う予定。

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｃ．縮小 （コストを減少させ
る）

令和６年度に公園整備事業が完了したため。
なお、令和７年度以降も、引き続き、指定管理業務委託は必要。

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 12,360 15,236

R7 23,975 39,185

R8 15,000 15,000

R9 15,000 15,000

主要事業 管理番号 31 公園施設長寿命化対策事業

事業概要
公園施設長寿命化対策支援事業計画に基づき、公園施設の更新を適正
な時期に行い、施設を長寿命化することで維持管理コストを縮減

2 1 2

緑に包まれた美
しいまち

自然環境・都市
緑化

公園の整備

担当
（部・課・係・副担当）

建設部 公園緑地課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・市内都市公園施設の長寿命化対策
・市内都市公園施設の長寿命化対策
田辺中央体育館の園路舗装
田辺公園健康遊具9施設更新

・市内都市公園施設の長寿命化対策

大事業

01 08 04 05 002

・市内都市公園施設の長寿命化対策

・市内都市公園施設の長寿命化対策

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 土木費 都市計画費 公園整備事業費 公園整備費

30,000

41,480 27,596

63,160

30,000

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 31 公園施設長寿命化対策事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 104 1 6 13 1

実績 95 9

達成率 91.3% 900.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

30,216 27,596 2,620 0.50 5,240

0 0 0

0 0 0

事業の成果

指標 指標設定の考え方

長寿命化対策
完了施設数
（遊具の数）

箇所

公園施設長寿命化計画
（R5）に基づき、目標を
設定。

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ａ．拡充 （コストを増加させ
る）

「もくもく公園」の複合遊具の更新等、公園施設長寿命化対策事業を更
に推進する必要があるため。

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上） 定期点検の結果により、遊具数を変更した。



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 213

R7 5,000 500

R8 5,566

R9 5,566

主要事業 管理番号 32 水辺の散策路環境整備事業

事業概要
緑を楽しみ水辺に憩いながら、ウォーキングを通じた健康づくりが広
がるように水辺の散策路の環境整備を推進

2 1 3

緑に包まれた美
しいまち

自然環境・都市
緑化

まちなかで水や緑
に親しむ環境整備

担当
（部・課・係・副担当）

建設部 公園緑地課 健康推進課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

既設ルートのメンテナンス
アプリの保守管理

・既設ルートのメンテナンス
看板清掃、シール張替
・アプリの保守管理
アプリ表示画像の更新

ベンチの設置
既設ルートのメンテナンス
アプリの保守管理

大事業

01 06 02 02 001

ベンチの設置
既設ルートのメンテナンス
アプリの保守管理

ベンチの設置
既設ルートのメンテナンス
アプリの保守管理

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 農林水産業費 林業費 緑化推進費 緑化推進費

5,566

213 213

5,500

5,566

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 32 水辺の散策路環境整備事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 3 1 1 1 1

実績 3 1

達成率 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 － 460 750 760 770

実績 － 729

達成率 100.0% 158.5% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

1,261 213 1,048 0.20 5,240

0 0 0

0 0 0

アプリのユー
ザー数

人

委託事業者によるログの集
計。
WEB＋アプリ登録者数

事業の成果

指標 指標設定の考え方

メンテナンス
をしたルート
数

ルート

R９までに必要な箇所のメ
ンテナンスを行う

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ａ．拡充 （コストを増加させ
る）

財政事情により令和６年度のみ水辺の散策路の整備ができなかったが、
令和７年度以降も引き続き整備する必要があるため。

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 36 895 33,240

R7 36 895 30,421

R8 36 895 30,421

R9 36 895 30,421

主要事業 管理番号 33 緑化推進事業

事業概要
公共緑地の保全と緑化意識の啓発や緑化に関する取組み(市民記念植樹
祭、誕生記念樹配布、生垣設置奨励補助等)を促進するとともに、適正
な維持管理手法を検討

2 1 4 ○

緑に包まれた美
しいまち

自然環境・都市
緑化

市民協働による緑あふ
れるまちづくり

III-1

担当
（部・課・係・副担当）

建設部 公園緑地課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・市民記念植樹祭の実施
・誕生記念樹配布

・市民記念植樹祭の実施
第２９回京田辺市民記念植樹祭植樹者　１２
組
・誕生記念樹配布申込み　６２人(１１／３実
施分)、１２８人（３／２０実施分）計１９０
人
・公共緑地維持管理
市内７７箇所の公共緑地の植栽管理、園内清
掃、施設等点検補修を行った。

・市民記念植樹祭の実施
・家族でタナベジ農体験事業の実施

大事業

01 06 02 02 001

・市民記念植樹祭の実施
・家族でタナベジ農体験事業の実施

・市民記念植樹祭の実施
・家族でタナベジ農体験事業の実施

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 農林水産業費 林業費 緑化推進費 緑化推進費

31,352

34,223 34,171

31,352

31,352

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 33 緑化推進事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 2500 12 12 12 12

実績 2500 12

達成率 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 200 200 - - -

実績 211 190

達成率 105.5% 95.0% － － －

目標 220 220 220

実績 －

達成率 0.0% 0.0% 0.0%

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

37,839 34,171 3,668 0.70 5,240

0 0 0

0 0 0

誕生記念樹配
布数

本

過去5年間の傾向から市内
出生数(約7～800人の3割
程度を見込み、前年度実績
(R5:211人)と同水準を維
持する。

家族でタナベ
ジ農体験事業

人

対象人数の3割程度を見込
む。

事業の成果

指標 指標設定の考え方

市民記念植樹
数

本

令和5年度実績(12本)と同
水準を目指す。

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する） 引き続き、緑化推進事業を推進するため。

１
次
評
価

達成度 備考

Ｂ　概ね目標を達成している
（達成率８０％以上）

R5までは緑化まつりの参加者を報告していたが、まつりが開催されなく
なったため、指標を市民記念植樹数に変更した。



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 277 41

R7 1,344 310

R8 1,344 310

R9 1,344 310

主要事業 管理番号 35 すてきなまちなみ支援事業

事業概要 市民協働による身近な公園や緑地の維持管理を推進

2 1 4 ○

緑に包まれた美
しいまち

自然環境・都市
緑化

市民協働による緑あふ
れるまちづくり

III-1

担当
（部・課・係・副担当）

建設部 公園緑地課 施設管理課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

○すてきなまちなみ支援制度の施行
○すてきなまちなみ支援制度の施行
一般団体：１０団体、区・自治会：５団体に
対し花苗・肥料等の支給を実施

○すてきなまちなみ支援制度の施行

大事業

01 08 02 03 001

○すてきなまちなみ支援制度の施行

○すてきなまちなみ支援制度の施行

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 農林水産業費 林業費 緑化推進費 緑化推進費

一般会計

1,654

1,654 318

1,654

1,654

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 35 すてきなまちなみ支援事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 8 15 17 19 21

実績 15 15

達成率 187.5% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 6 6 6 6 6

実績 6 6

達成率 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

2,414 318 2,096 0.40 5,240

0 0 0

0 0 0

すてきなまち
なみ支援事業
支援団体数
（道路）

団体

R5年度実績（６件）をも
とに、継続実施をする。
※令和７年度から公園緑地
課に事務移管

事業の成果

指標 指標設定の考え方

すてきなまち
なみ支援事業
支援団体数
（公園・緑
地）

団体

R5年度実績（１５件）か
ら現状維持と年２件増加を
目標にして実施

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

引き続き市民協働による公園・緑地・道路の維持管理及び活動による市
民交流を促進するため。

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 1,700 6,405

R7 2,130 8,415

R8 3,000

R9 3,000

主要事業 管理番号 36 都市計画推進事業

事業概要
都市計画マスタープラン及び立地適正化計画の進捗管理。地区計画に
よる優良な市街地環境の保持及び美観上の配慮を実施

2 2 1

緑に包まれた美
しいまち

都市景観・生活
環境

良好な市街地景
観の形成

担当
（部・課・係・副担当）

建設部 計画交通課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・立地適正化計画の中間見直し
・住居の居住誘導区域への誘導
・誘導施設の都市機能誘導区域への誘導
・立地適正化計画における防災指針の策定

〇第48～51回京田辺市都市計画審議会
・第７回都市計画定期見直しに係る報告・諮
問等を行った。
○立地適正化計画の改定（防災指針の策定）
・災害リスク分析と防災まちづくりに向けた
課題の抽出を行った。
〇都市計画決定・変更
・南田辺西地区及び大住地区の決定、京田辺
松井インター東地区及び多々羅地区の変更を
行った。

・立地適正化計画の中間見直し
・住居の居住誘導区域への誘導
・誘導施設の都市機能誘導区域への誘導
・立地適正化計画における防災指針の策定

大事業

01 08 04 01 002

・住居の居住誘導区域への誘導
・誘導施設の都市機能誘導区域への誘導

・住居の居住誘導区域への誘導
・誘導施設の都市機能誘導区域への誘導

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 土木費 都市計画費 都市計画総務費 都市計画一般事務費

3,000

16,518 8,105

10,545

3,000

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 36 都市計画推進事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 73.6 73.6 73.6 73.6 74

実績 77.3 77.3

達成率 105.0% 105.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

17,537 8,105 9,432 1.80 5,240

0 0 0

0 0 0

事業の成果

指標 指標設定の考え方

居住誘導区域
内の人口密度

人/ha

立地適正化計画に基づき、
国勢調査の結果を基に算出
した実績値と同程度の目標
を設定。

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する） 引き続き、立地適正化計画の改定（防災指針を含む）を行うため。

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 139

R7 200

R8 200

R9 200

主要事業 管理番号 144 幹線道路整備促進事業

事業概要

京奈和自動車道４車線化、国道３０７号線形改良、都市計画道路松井
大住線(府道八幡木津線)、三山木普賢寺線(府道生駒井手線)整備などの
国、府等関係機関への要望及び協議並びに市北部地域の交通混雑の解
消に向けた新たな道路ネットワーク整備の検討

5 2 1

活力にみちた便
利で快適なまち

道路・公共交通 道路の整備促進

担当
（部・課・係・副担当）

建設部 建設政策推進室

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・要望活動の実施
・協議の実施

○要望活動（総会は除く）
・京都府知事要望11/１
・Ｒ307京都府知事要望７／８
　※近畿地整要望、中央要望は役員対応
・近畿国道協議会　東京要望
　※台風に伴い中止
・道路四団体　東京要望11/２６
・全国高速道路建設協議会　東京要望
　１回目５／１５、２回目７/３
・京都府下新名神高速道路沿線自治体連絡会
ＮＥＸＣＯ要望１／２０
○協議
・山北土木と随時実施（国道３０７号改良工
事、山手幹線南進残工事）
・京都国道事務所（道路ネットワーク勉強
会）
○促進
・府・松井大住線予備設計

・要望活動の実施
・協議の実施

大事業

01 08 01 01 002

・要望活動の実施
・協議の実施

・要望活動の実施
・協議の実施

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 土木費 土木管理費 土木総務費 土木一般事務費

200

179 139

200

200

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 144 幹線道路整備促進事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 実施 3 3 3 3

実績 実施 6

達成率 100.0% 200.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

1,449 139 1,310 0.25 5,240

0 0 0

0 0 0

事業の成果

指標 指標設定の考え方

関係機関への
要望活動の実
施

－

京都府知事要望、国道３０
７号促進協要望（府）、道
路四団体要望（東京）、府
高速協要望（東京２回）、
新名神沿線連絡会（ＮＥＸ
ＣＯ）の実施を目指す。

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する） 引き続き広域幹線道路の整備を促進するため。

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 0

R7 94,600

R8 167,000

R9 138,000

主要事業 管理番号 145 幹線道路整備事業

事業概要
都市計画道路大住草内線での測量設計や用地買収など、幹線道路網の
整備

5 2 1 ○

活力にみちた便
利で快適なまち

道路・公共交通 道路の整備促進 III-5

担当
（部・課・係・副担当）

建設部 都市整備課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・大住草内線（測量業務） ・大住草内線（測量業務）→R7繰越

・大住草内線（予備設計等）

大事業

01 08 02 03 001

・大住草内線（予備設計・地質調査）

・大住草内線（測量業務・詳細設計）

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 土木費 道路橋梁費 道路新設改良費 道路整備事業費

138,000

61,600 0

94,600

167,000

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 145 幹線道路整備事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 9 0.77 0.29 R8入力 R9入力

実績 7.2 0

達成率 80.0% 0.0% 0.0% － －

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

4,454 0 4,454 0.85 5,240

0 0 0

0 0 0

事業の成果

指標 指標設定の考え方

事業費進捗率 %

大住草内線整備の進捗につい
て、事業予算ベースで設定。
総事業費は進捗が進むことに
より変動する可能性があるた
め、目標値はその変動を踏ま
え、毎年度調査時に入力す
る。

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する） 引き続き、大住草内線の現地測量業務等に着手するため。

１
次
評
価

達成度 備考

Ｃ　目標を達成していない
（達成率８０％未満）

測量業務について、翌年度繰越したため実績値を示すことが困難な状態
にあるが、進捗は概ね目標どおり。



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 24,233 37,349

R7 33,489 73,000 41,611

R8 0

R9 0

主要事業 管理番号 146 道路改良事業

事業概要 集落間や主要道路との接続道路の整備

5 2 1

活力にみちた便
利で快適なまち

道路・公共交通 道路の整備促進

担当
（部・課・係・副担当）

建設部 都市整備課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・東興戸線（工事）
・杉ノ森大住線（委託）

・東興戸線　道路改良工事実施
・杉ノ森大住線　測量設計業務実施

・東興戸線（工事）
・山手幹線（工事）

大事業

01 08 02 03 001

・東興戸線（工事）
・山手幹線（工事）

・R8調査時に入力

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 土木費 道路橋梁費 道路新設改良費 道路整備事業費

0

94,182 61,582

148,100

0

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 146 道路改良事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 400 600 760 －

実績 400

達成率 100.0% 0.0% 0.0% －

目標 100 0 － － －

実績 100 0

達成率 100.0% 100.0% － － －

目標 219 438 600

実績

達成率 0.0% 0.0% 0.0%

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

69,442 61,582 7,860 1.50 5,240

0 0 0

0 0 0

杉ノ森大住線
に係る施工延
長

ｍ

R8年度までに、杉ノ森大
住線の整備完了を目指す。
L=200m

山手幹線に係
る施工延長

ｍ

Ｒ９年度までに、山手幹線の
整備完了を目指す。
L=600m

事業の成果

指標 指標設定の考え方

東興戸線に係
る施工延長

ｍ

R８年度までに、東興戸線
の整備完了を目指す。
L=760m

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ａ．拡充 （コストを増加させ
る）

従来の道路改良事業に加えて、山手幹線の４車線化工事が令和７年度よ
り実施されるため。

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 36,000 4,132

R7 54,900 6,100

R8 54,900 6,100

R9 54,900 6,100

主要事業 管理番号 147 舗装維持修繕事業

事業概要
舗装修繕計画に基づき、計画的かつ効率的な舗装修繕工事により道路
利用者の安全で快適な通行を確保、道路維持管理費を節減

5 2 1

活力にみちた便
利で快適なまち

道路・公共交通 道路の整備促進

担当
（部・課・係・副担当）

建設部 施設管理課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・舗装修繕工事

・舗装修繕工事
　市道山手幹線
　市道薪新田辺線
　市道新田辺駅前線

・舗装修繕工事
　市道新田辺東２号線
　市道池ノ端大住ケ丘線
　市道山手幹線
　市道山手幹線自転車歩行者道

大事業

01 08 02 03 001

・舗装修繕工事

・舗装修繕工事

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 土木費 道路橋梁費 道路新設改良費 道路整備事業費

61,000

42,000 40,132

61,000

61,000

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 147 舗装維持修繕事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 5 2 4 4 4

実績 6 3

達成率 120.0% 150.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

44,848 40,132 4,716 0.90 5,240

0 0 0

0 0 0

事業の成果

指標 指標設定の考え方

舗装修繕路線
数

線

道路舗装修繕計画等に基づ
き、舗装修繕を実施する

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ａ．拡充 （コストを増加させ
る）

財政事情により例年予算額を査定減されている事業であるが、地元要望
等に基づく舗装修繕すべき箇所が多数残っているため。

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 23,586 61,168

R7 1,832 92,629

R8 1,832 92,629

R9 1,832 92,629

主要事業 管理番号 148 地域公共交通計画策定事業

事業概要
まちづくりと連携した持続可能な地域公共交通ネットワークの形成。
地域公共交通計画の策定、計画に基づく進捗管理

5 2 2 ○

活力にみちた便
利で快適なまち

道路・公共交通
持続可能な地域公共交
通ネットワークの形成

III-5

担当
（部・課・係・副担当）

建設部 計画交通課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・協議会の開催
・部会の開催
・計画策定に向けたデータ分析及び施策の検
討

・地域公共交通活性化協議会の開催
・公共交通事業者に対する各種支援策の実施
・路線バス負担金の拠出
・バス停上屋新設工事（畠バス停（南行
き））の実施に伴うバス待ち環境の改善

・協議会の開催
・部会の開催
・計画策定

大事業

01 02 01 13 002

・協議会の開催
・部会の開催
・計画に基づく進捗管理

・協議会の開催
・部会の開催
・計画に基づく進捗管理

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 総務費 総務管理費 交通安全対策費 公共交通対策費

94,461

88,629 84,754

94,461

94,461

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 148 地域公共交通計画策定事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 策定 策定 策定

実績 策定 策定

達成率 100.0% 100.0% －

目標 － － －

実績 － －

達成率 100.0% 100.0% －

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

90,518 84,754 5,764 1.10 5,240

0 0 0

0 0 0

地域公共交通
計画の事業進
捗率（Ｒ8以
降）

%

地域公共交通計画に定めら
れた施策の進捗状況を管理
する。

事業の成果

指標 指標設定の考え方

地域公共交通
計画策定

－

地域公共交通に関する市民
ニーズ等のデータ収集及び
分析を行い、地域公共交通
計画を策定する。

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ａ．拡充 （コストを増加させ
る）

市民生活に不可欠な地域の路線を確保することを目的として、運行負担
金の拠出による路線バスの維持に限らず、将来を見据えた代替モードを
検討していく必要があるため。

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 0

R7 3,300 6,700

R8 12,500

R9 12,500

主要事業 管理番号 150 バリアフリー化推進事業

事業概要
高齢者や障がいのある人などすべての人に安全・安心な歩行空間を確
保するため、段差の解消や視覚障がい者誘導用ブロックなどの整備を
推進

5 2 3

活力にみちた便
利で快適なまち

道路・公共交通
バリアフリー化

の推進

担当
（部・課・係・副担当）

建設部 都市整備課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・バリアフリー基本構想に基づく生活関連経
路外を含め、整備すべき箇所の洗い出しを実
施

・バリアフリー基本構想に基づく生活関連経
路外を含め、整備すべき箇所の洗い出しを実
施

・松井山手駅周辺の交差点改良詳細設計を実
施

大事業

01 08 02 03 001

・松井山手駅周辺道路の改良工事

・松井山手駅周辺道路の改良工事

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 土木費 道路橋梁費 道路新設改良費 道路整備事業費

12,500

0 0

10,000

12,500

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 150 バリアフリー化推進事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 － 実施 実施 実施 実施

実績 － 実施

達成率 100.0% 100.0% － － －

目標 17 38 58

実績

達成率 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

3,406 0 3,406 0.65 5,240

0 0 0

0 0 0

松井山手周辺
道路に係る事
業費進捗率

%

松井山手周辺道路整備の進捗につ
いて、事業予算ベースで設定。
事業期間（R7～R10)
当該事業は面整備のため、整備数
量で把握することが困難なため事
業費を指標とする。

事業の成果

指標 指標設定の考え方

整備を要する
箇所の洗い出
し

－

毎年洗い出しを実施すること
により、早急な対応が可能と
なる。
具体的な整備箇所が決まり、
事業化した場合、事業目標に
その箇所を記載する。

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ａ．拡充 （コストを増加させ
る）

令和７年度よりバリアフリー事業として、松井山手周辺道路の整備事業
に着手したため。

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 561 561

R7 666 1,907

R8 666 1,907

R9 666 1,907

主要事業 管理番号 153 空家等対策事業

事業概要
住宅のライフサイクルに応じた対策(空家に関する相談会、除却・改修
補助など)の実施。若者(大学生など)と高齢者が同居し交流するソリ
デール事業の実施

5 3 1 ○

活力にみちた便
利で快適なまち

都市環境 住宅環境の整備 II-6

担当
（部・課・係・副担当）

建設部 開発指導課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・空家に関する相談会の開催
・ソリデール事業継続（業者委託）
・ソリデール事業補助（家賃、改修費）
・ソリデールに関する相談会の開催

・ＪＴＩマイホーム借上げ制度説明会を開催
した。（9/28）
・空家に関する相談会を開催した。
（7/29、1/20）
・ソリデールに関するフォーラムを開催し
た。（7/20）
・ソリデール事業補助実績なし。（家賃補
助、改修費補助）
・ソリデールに関する相談会を開催した。
（7/20、9/26、11/28）

・空家に関する相談会の開催
・ソリデール事業継続（業者委託）
・ソリデール事業補助（家賃、改修費）
・ソリデールに関する相談会の開催

大事業

01 08 05 01 003

・空家に関する相談会の開催
・ソリデール事業継続（業者委託）
・ソリデール事業補助（家賃、改修費）
・ソリデールに関する相談会の開催

・空家に関する相談会の開催
・ソリデール事業継続（業者委託）
・ソリデール事業補助（家賃、改修費）
・ソリデールに関する相談会の開催

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 土木費 住宅費 住宅管理費 民間住宅対策費

2,573

2,182 1,122

2,573

2,573

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 153 空家等対策事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 2 2 2 2 2

実績 3 2

達成率 150.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 1 3 3 3 3

実績 0 3

達成率 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

4,790 1,122 3,668 0.70 5,240

0 0 0

0 0 0

ソリデールに
関する相談会
の開催

回

過去の実績と同水準の実施
を目指す

事業の成果

指標 指標設定の考え方

空家に関する
相談会の開催

回

過去の実績と同水準の実施
を目指す

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｃ．縮小 （コストを減少させ
る）

ソリデール事業について。周知に努めているところであるが、現在全て
の同居が解消され、今のところマッチング予定の見込みもないため。

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 46,152 75,300 150

R7 0

R8 0

R9 0

主要事業 管理番号 154
市営住宅長寿命化改修等事

業

事業概要
市営住宅長寿命化計画に基づき、市営住宅の長寿命化などの整備事業
を実施

5 3 2

活力にみちた便
利で快適なまち

都市環境
市営住宅の維持

管理

担当
（部・課・係・副担当）

建設部 開発指導課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・長寿命化改修等工事の実施（興戸団地第３
期）

○市営住宅の長寿命化等
・興戸団地第３期の長寿命化改修等工事を
行った。

・予定なし

大事業

01 08 05 02 001

・予定なし

・予定なし

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 土木費 住宅費 住宅建設費 市営住宅建設費

0

126,050 121,602

0

0

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 154
市営住宅長寿命化改修等事

業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 84 92 - - -

実績 84 92

達成率 100.0% 100.0% － － －

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

126,318 121,602 4,716 0.90 5,240

0 0 0

0 0 0

事業の成果

指標 指標設定の考え方

市営住宅長寿
命化改善率

％

市営住宅長寿命化計画に基
づいて、改修を進める（全
戸数２３１戸のうち工事が
完了した住戸の割合）

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｆ．完了 （コストをゼロとす
る）

直近で予定している大規模な長寿命化改修は完了し、今後は小規模な福
祉対応工事に移行するため。

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）


